
海外派遣留学プログラム 留学中報告書 

所属：国際教養学部国際教養学科 
学年：3年 
留学先大学：バスク州立大学 
現在の学期：秋学期 
時間割： 
曜日 履修科目名・時間等 
月 10:00-11:00  Economic History of Contemporary Spain 

13:30- 15:30  Extensive Spanish Course (Intermediate) 
 

火 10:00- 11:00  International Economics 
11:00- 12:30  Economic History of Contemporary Spain 
 

水 8:30- 10:00  Economic History of Contemporary Spain 
11:00- 12:30  International Economics 
13:30- 15:30  Extensive Spanish Course (Intermediate) 

木 8:30- 10:00  International Economics 
 
 

金  
 

土・日  
 

 
履修科目や近況について 

履修科目の選択では、まず英語開講されている科目を選び、また学部の中でも経営、
会計、マーケティング、経済など様々な分野に分かれていましたが、科目名で自分の興
味があった科目を選ぶと分野が経済分野に偏った履修になりました。人気科目は抽選も
あったようですが、幸い私が選んだ科目はすんなり登録可能でした。こちらの授業はど
れも週３回の授業があり、授業時間は一時間だったり、一時間半だったりします。 

Economic History of Contemporary Spain は講義スタイルの授業で、主に統計の資料
をベースにスペイン全体の経済史について学びます。 

International Economics も講義スタイルの授業ですが、2 週間に 1回程度グループワ
ークのアサインメントがあります。私は国際教養学部で、やはり自国で経済学部に所属
していた他の Erasmusの留学生と比較し予備知識等が劣っているので、いつも友達に助



けられています。留学生と現地の学生の比率はおおよそ一対一程度で、授業で出席をと
る仕組みは厳しくはなく、最終試験だけで評価をつけてもらう方法もあるためか、現地
学生の出席率はあまりよくないように感じます。 

Extensive Spanish Course (Intermediate)では、異なる学部のキャンパスに行き、授
業を受けています。授業が本格的に始まる前に集中で受けるスペイン語のコースがあり
そのテストの結果が考慮され初めは advanced に割り振られていましたが、自分の実力
不足を感じたのと、来学期もスペイン語の授業を受けたかったので Intermediate のレベ
ルにしてもらいました。それでも生徒の間で能力に差があり私はどちらかというと文法
をメインで学習してしまったので、リスニングやスピーキングの能力のなさに苦しんで
います。 
生活面では、心の中では現地のサークルのようなものに入りたかったのですが、存在

していないらしく、少し残念に思っています。その代わり、Erasmus 留学生の組織があ
り、そちらのイベントにたまに参加しています。 
住居に関しては、こちらでの居住方法のメインがピソという自分の部屋を持ち、同じ

階のフロアを共有する形なのですが、自分がスペイン語を堪能に話せなかったり、渡航
後に行う内見等のプロセスに不安を抱えていたため、割高の寮生活を選択していまし
た。バスルームもキッチンも個人の部屋についていてとても快適ですが、他の子の話を
聞いていると、ピソメイトと一緒にご飯を食べたり、出かけているという話を聞いて、
その方が格安だし、経験も得られるし、そちらにすればよかったかなと少し後悔してい
ます。 

 
以下は学校の写真です。左の二枚はキャンパスにある図書館で、千葉大学の図書館ほど

の規模ではないですが、とてもお気に入りの場所です。右の建物は私がいつもスペイン語
の授業を受けている校舎で、大きなスタジアムのすぐ隣にあります。 

 
 
 



朝は日が昇るのがとても遅く、学校が始まる時間にやっと日が昇ります。 
左は朝登校前に家の前の道から撮った写真です。街中で見た夕暮れの空もとても綺麗で

した。 

  

 
街中や私の住む近くにも多くのバルがあり、夜遅くまで営業しています。道にテーブル

があって、昼間から談笑しつつお酒を飲んでいる人が多いです。 
右の写真は、先ほど述べたキャンパスの隣にあるスタジアムでアスレチックビルバオの

ゲームが開催されいる日に撮った写真です。試合がある日はいつも町中にチームの旗が飾
られて、赤いユニフォームを着た人々で溢れかえっています。 

  

山がちな地形なためか昼夜の寒暖差が激しく、また水や食べ物も全く異なるのもあって
か、風邪をひきやすいと感じています。これから気温が低くなっていくので、体調管理に
は気を一層引き締めて生活したいです。 



 


